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次世代型トンネル構築システム
「シミズ・スマート・トンネル」　

清水建設最優秀賞

ボード型透水コンクリート型枠
「アクアトール」　　　　　　　
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建設技術展関東　日刊建設工業新聞社主催
（８）（第３種郵便物認可） ２０２６年　（令和８年）　２月２４日　（火曜日）

▲通常コンクリを基準に
したＴ―ｅＣｏｎｃｒｅ
ｔｅ４種類のＣＯ排出
割合

◀展示ブースではパネルな
どで技術を紹介

◀会場でデモン
ストレーション

会場ブースで技術の説明
を受ける来場者

水
中
構
造
物
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確
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持

管
理
を
実
現

◇熟練技術者の触覚判断を再現

　トンネル工事現場で切羽観察の安全性を向上する技術として、加賀電
子、モーションリブと共同開発した。反力・速度・変位といった物理パ
ラメーターを即時に検出・同期し、遠隔側の触覚を操縦側に再現する
「力触覚フィードバック」の技術を活用している。
　岩検ハンマーで直接打撃し、その感触から岩の圧縮強度を判定する従
来方法を転換。遠隔地からもハンマーによる触覚的判断が可能になり、
作業者の安全を確保しながら従来と同じ触覚で岩盤判定ができる。国土
交通省東北地方整備局発注の「国道号湯野上２号トンネル工事」で
実証した。将来、新技術の活用で蓄積したデータを客観的判定手法の確
立に生かす。

　【審査講評】
　視覚と合わせてヒュー
マンセンスの遠隔臨場技
術として、将来的に大き
な期待が持てる。実証実
験で機能的にも確認され
ている。当技術が確立で
きれば現場の安全性向上
や省人化を図れ、各種施
工現場にも拡張できる。

◇水中構造物を高精度に３Ｄ計測

　水中に構築された港湾インフラの水中測距システムとして、カメラ
を搭載した水中ドローンになる。潜水士の作業に頼っていた水中部を
可視化し、リアルタイムに水中部の確認作業ができる。
　撮影した水中部の写真をソフトで３Ｄ化し、点群３Ｄモデルによっ
て情報共有する。ソナーと併用することで広範囲を確認可能。３Ｄモ
デルが点群データであるため、モデルから実際の距離や大きさなどが
計測でき、より安全かつ正確に水中構造物の全体を把握できる。

　【審査講評】
　潜水士しかできなかった調
査が容易になる。港湾構造物
の維持管理では安全性と生産
性の向上が求められ、この測
距システムが担える役割は大
きい。一般にこういった技術
は知られておらず、ＰＲとい
う観点でも評価される。

◇シリーズ累計２万㎥達成

　二酸化炭素（ＣＯ）排出量削減やＣＯ収支のマイナスを実現し
実用化が進む環境配慮コンクリート。高炉スラグでセメントを代替し
ＣＯ排出量を大幅に削減する「セメント・ゼロ型」や、セメント・
ゼロ型に排気ガスや大気中のＣＯとカルシウムを反応させて製造し
た炭酸カルシウムなどカーボンリサイクル製品を加え、ＣＯ排出量
収支をマイナスにする「Ｃａｒｂｏｎ―Ｒｅｃｙｃｌｅ」などをそろ
える。
　土木、建築問わず幅広い用途で適用実績を重ねている。シリーズ累
計約２万㎥（カ所越え）を達成している。

　【審査講評】
　コンクリートの材料製造に関わ
るＣＯ排出量を低減させるだけ
でなく、カーボンリサイクル製品
に置き換えることで、ＣＯ収支
をマイナスにすることができる。
建設業界のカーボンニュートラル
（ＣＮ）に大きく貢献するものと
評価できる。

▲遠隔岩判定イメージ
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◇山岳トンネル工事をオートメーション化

　ＩＣＴ、ＩｏＴ、ＡＩ技術などの最新技術を
集約したトンネル現場のオートメーション化技
術。現場であらゆる情報を収集・分析・評価し、
現場にフィードバックすることで、トンネル現
場の生産性と安全性の向上を図る。
　システムは▷トンネル施工▷トンネル施工管
理▷データ連携のオートメーション技術で構
成される。これまでに「穿孔・発破」「コンク
リート吹付け・鋼製支保工建込み」「ロックボ
ルト打設」「覆工コンクリート打設」といった
山岳トンネルの施工サイクルごとに、自動施工
に対応したロボットを開発。「穿孔・発破」で
は、穿孔差し角自動制御システム「ブラスト　
マスタⅡ」を活用し、穿孔作業を最短時間で完了
させる。地山の性状に応じた最適な発破パター
ンとシーケンス設計を自動導出し、生産性と掘
削品質の向上を実現する。
　施工管理には業務プロセスが最適化できるデ
ジタル管理ツールを導入。「ＡＩサイクル自動
判定システム」「トンネル掘削レーザガイダン
スシステム」などを活用する。関係者が調査・
測量、設計、施工、維持管理という各プロセス
でシームレスにデータを共有し、デジタルデー
タを最大限利活用できるＤＸシステムを導入し
ているのも特徴だ。デジタルデータには二酸化
炭素（ＣＯ）排出量などのデータも含まれ、
設計・施工段階でＣＯ削減策の検討・評価に
も対応できる。

　【審査講評】
　トンネル施工システムとして非常に先進性が
高く、国土交通省が進めるｉ－Ｃｏｎｓｔｒｕ
ｃｔｉｏｎ．とも合致している。カーボンニ
ュートラル（ＣＮ）に対応し、またニーズのあ
るコンポーネントをシステムに組み込めるなど
拡張性がある。

▲型枠にコンパネ㊧
とアクアトールを使
用した際のコンクリ
表面の比較

◀担当者の説明に
熱心に耳を傾ける
来場者ら

◇コンクリ表面を美しく仕上げる

　業界初となるボード型の透水型枠。コンクリート中の余剰水を排出
することで、表面気泡（アバタ）の発生を抑えコンクリート表面を美し
く仕上げる。現場の声を反映して年以上の開発期間を経て誕生した。
　板状の素材のため、シート状と比べてシワやたるみを気にせず設置
可能。降雨による緩みもない。アール形状や複雑な形状でも加工や取
り付けが容易で、職人の負担も軽減。従来型枠と同様に施工でき、型
枠設置の作業性に優れる。土木では橋脚下部・上部工や護岸・港湾工
事、ダム、寒冷地など、建築は港湾設備やコンクリート品質が求めら
れる公共建築全般などに適している。

　【審査講評】
　加工や取り付けが簡単で業界
の問題（課題）を改善でき、コ
ンクリート表面の仕上がりも美
しくなる。ＮＥＴＩＳ登録商品
であり信頼性は高い。施工面で
相当に有効な技術といえる。


